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経営改善5つの視点
～支援と経営改善～
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視点１・視点2

簡単なゲームをします。
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視点２：賃金・工賃も大事だけど、支援が大事だ！

⚫ 「企画」と「支援」を分けて考える

⚫ ご本人の能力が全く同じでも付加価値に違いがでる（400倍!?）
＝「企画力」がより必要に

【本人の能力と仕事の付加価値】

付加価値

本人の能力

支援力

＝支援力＝
•見立て
•工程の細分化
•冶具・支援ツール
•PDCA力
✓個別支援計画
✓指導
✓点検・改善
✓指導

企
画
力

＝企画力＝
•収益把握力
•事業企画力
•マーケティング
•PDCA力
✓事業計画
✓実施
✓点検・改善
✓実施
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例１）生産性向上を目指し個別支援計画と連動させる

⚫ 能力・年齢等によって、ご本人の現状を確認

⚫ その仕事ができるようになるためには？＝個別支援計画

【セグメント例：食品加工の場合（岡山）】

衛生管理○

衛生管理×

高齢若年

できる

もう少しでできる

衛生管理上厳しい

体力年齢
的に
厳しい

＝個別支援計画
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例２）日中活動の出席率を高めるために新規事業に取り組む

⚫ 勤務日数が低い理由をカバーする事業・業務の選定＝事業企画

⚫ その仕事ができるようになるためには？＝個別支援計画

【セグメント例：精神系事業所の場合（京都）】

勤務日数

5

4

3

2

1

0

就労意欲積極的能動的受動的無関心

stay

高工賃な
仕事

PC使う

PC使う
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例２）日中活動の出席率を高めるために新規事業に取り組む

⚫ 勤務日数が低い理由をカバーする事業・業務の選定＝事業企画

⚫ その仕事ができるようになるためには？＝個別支援計画

【セグメント例：精神系事業所の場合（京都）】

勤務日数

5

4

3

2

1

0

就労意欲積極的能動的受動的無関心

stay

高工賃な
仕事

PC使う

PC使う
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視点３：できない人は？

⚫ 就労継続支援B型で受けるべき方は誰か？

⚫ 「就労」以外のニーズに対してどうするのか？

就労移行

就労継続A型

就労継続B型

生活介護

自立訓練

地活

【サービスメニュー】 【利用者ニーズ】

就労

日中

＝就労

＝ADL・
QOL

？

？

【自事業所】

多機能化

他事業所
紹介



【ご参考】就労準備性と各事業の守備範囲

職業
適性

社会生活
能力・
対人技能

基本的
労働習慣

日常生活管理・
生活リズム

健康管理・
障害の理解

就労に対する意欲

就労移行

就労継続Ｂ

自立訓練（生活）

地活・医療・生活介護

受給者証交付

行政依頼

セーフティー
ネット（自負）

就労継続A
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就労継続支援Ｂ型事業とは…

⚫ B型＝訓練等給付：利用者に対して「就労の機会」を提供し、能力の向上の為に
必要な訓練を実施した事に対して支払われる。

➢ 「日中活動の場」を提供することに対しての報酬ではない。

➢ 生活介護＝介護給付

➢ 解釈１：事業所の工賃支払総額÷利用者人数≧3,000円

➢ 解釈２：利用者個人の工賃支払総額÷月数≧3,000円 ※全員分

資料：指定障がい福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準

第201条（工賃の支払等）より抜粋

⚫ 利用者それぞれに対して支払われる一月当たりの工賃の平均額は三千円を下
回ってはならない。
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【ご参考】就労継続支援B型、及びその他のサービス

⚫ 就労継続支援B型＝就労の機会提供＋知識能力向上のための訓練

⚫ 生活介護＝日中活動+ＡＤＬ・ＱＯＬの向上

⚫ 自立訓練（生活訓練）＝ＡＤＬ・ＱＯＬの向上

➢ 就労継続支援Ｂ型

利用者が自立した日常生活又は社会生活を営む事ができるよう就労の機会を提供するとと
もに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識及び能力の向上のために必要
な訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行うものでなければならない。

➢ 生活介護事業

常に介護を必要とする方に対して、主に昼間において、入浴・排せつ・食事等の介護・調理・洗
濯・掃除等の家事、生活に関する相談・助言その他の必要な日常生活上の支援、創作的活動・
生産活動の機会の提供のほか、身体機能や生活能力の向上のために必要な援助を行う。

➢ 自立訓練（生活訓練）

知的障害または精神障害のある方に対して、障害者支援施設、障害福祉サービス事業所また
は障害のある方の居宅において、入浴、排せつ、食事等（含：就労のリズム）に関する自立した
日常生活を営むために必要な訓練、生活等に関する相談および助言などの支援を行う。

➢ 資料：「障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準」より抜粋
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利用者の自立した日常生活・社会生活とは？

⚫ １つの目安＝年金+工賃でＧＨで暮らす事ができる＝約10万円

➢ Ｂ型事業所の目指すべき状態（推奨）

障害基礎年金（2級：約64,000円）+工賃（約35,000円）

◆ＧＨ入居時に係る費用＝50,000〜60,000円（例）

・食費 ：12,000円（朝・夕）

・家賃 ：30,000円（市町村より補助金あり）

・水光熱費：5,000円

・自己負担額：原則1割負担（低所得者に対しては減額）

◆Ｂ型事業所利用に係る費用＝〜10,000円（例）

・食費 ：8,000円（昼）

・自己負担額：原則1割負担（低所得者に対しては減額）

◆ ＋自由に使う事ができるお金



視点4：工賃支払規程の意味と支援の関係性

⚫ 工賃支払規程は「思想」そのもの
→「何に対して報いる」（＝何で差を付ける）

⚫ 工賃を上げるための各個人への工夫は「支援」そのもの
→利用者を伸ばすことが工賃向上に連動していない工賃支払規程？

通えるようにするには？

時間を伸ばすには？

1日でも来た
（月給）

通ってくる
（日給）

働いている時間
（時給）

働いている内容
（時給差・手当）

レベルを上げるには？

「支援」そのもの

➢ サビ管
→目標設定

➢ 職業指導員
→作り込み
（業務設計・構造化）

➢ 生活指導員
→実践支援

➢ 目標工賃達成指導員
→営業・交渉

【報いる対象】 【検討内容】
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【ご参考】時給だけって…？

⚫ 実は、激しい「成功報酬型」のモデルと同じ
→想定条件を満たさない場合、どうするのか？

100h

15,000円

16h

2,400円

• 確保された固定給はなし
（少なくとも＊円は払う）

【時給150円の場合】

➢ 例1：時給150円、20日、5h → 15,000円

➢ 例2：時給150円、 8日、2h → 2,400円

※想定よりも利用率・就労時間が短い

➢ 3,000円を切ることに対して、どう考えるのか？

（ 良しとする ／ 絶対だめ ）

（仕方ない）



【ご参考】日当導入の目安

⚫ 週3未満の方：就労に「来る」訓練＝日当

⚫ 週3以上の方：就労に「来て」「働く」訓練＝時給

来る
＝日給

来て働く
＝時給

週3回

※4割を超える
場合は要検討

来て働く
＝時給



【ご参考】A型の生産活動収支≧賃金を実現するには？

⚫ 5)生産性向上、9)事業計画の立案、8）目標設定（BEP）は必須

⚫ さらに、11)工程改善、10)環境整備、12)利用者能力の開発が必要

＜資料＞
平成30年度障害者総合福祉推進事業：
就労継続支援A型事業所の経営改善に
関する調査研究

＜レポートDL＞
https://insweb.jp/works/
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https://insweb.jp/works/


出席日数を増やす方法（例） ～EPMモデル～

⚫ 通うことができる＝環境（E）×人（P）×モチベーション（M）
→掛け算なので、要素のどれかが0だと全体も0になる＝通えない

⚫ その土台として、対象者の状況や性格がある、という考え方

環境
（Environment）

人
（Person）

モチベーション
（Motivation）

× ×

① 設備・サービス

② 業種・業態

③ 対支援者

④ 対利用者

⑤ 対関係者

⑥ 経済性（工賃）

⑦ 役割期待

⑧ 承認（評価）

⑨ 達成感

⑩ 好奇心

【EPMモデル】

対象者の状況・性格
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EPMモデルの活用イメージ

⚫ アセスメントで、対象者の状況・性格を把握

⚫ 個別支援計画で、10項目のうち、「どこで躓いているのか」「どうすれば出席できるよう
になるか？」の仮説を構築し、施策を立案（＝個別支援計画）して実行に移す

⚫ 「状況・性格」を深堀しすぎず、個別支援計画で「具体的な施策」を立案することに注力

【EPMモデルの活用イメージ】

環境
（Environment）

人
（Person）

モチベーション
（Motivation）

× ×

① 設備・サービス

② 業種・業態

③ 対支援者

④ 対利用者

⑤ 対関係者

⑥ 経済性（工賃）

⑦ 役割期待

⑧ 承認（評価）

⑨ 達成感

⑩ 好奇心

対象者の状況・性格アセスメント

個別支援計画
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【ご参考】EPMモデル 記入フォーマット

スコア 注力項目 施策

症状・個性 スコア コメント 環境（Environment）

体調不安・生活の安定 ０　・　１ ①設備・サービス ０　・　1

記憶障害 ０　・　１ ②業種・業態 ０　・　1

離脱症状 ０　・　１ 人（Person）

幻覚・妄想 ０　・　１ ③対支援者 ０　・　1

陰性症状 ④対利用者 ０　・　1

モチベーションの低下 ０　・　１ ⑤対関係者 ０　・　1

現実感のなさ ０　・　１ モチベーション（Motibation）

気分の変動 ⑥経済性（工賃） ０　・　1

不安・抑うつ ０　・　１ ⑦役割期待 ０　・　1

気分の高揚 ０　・　１ ⑧承認（評価） ０　・　1

こだわりの高さ ０　・　１ ⑨達成感 ０　・　1

利用歴 ⑩好奇心 ０　・　1

新規来所者 ０　・　１

利用歴が長い ０　・　１

個別支援計画アセスメント
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【ご参考】仕事の進め方 ～PDCAとOODA～

⚫ 基本は、P（計画）D（実行）C（評価）A（改善）

⚫ 不確実性が高いときは、O（観察）O（仮説構築）D（意思決定）A（実行）

＜開発場所と目途＞

• PDCA：工場→決められた場面での効率化＝生産性向上
・・・基本は合っているがよりよくしたい時に使う管理方法

• OODA：航空戦術家→不確実下での意思決定と行動＝新規事業開発
・・・変化が激しい中で予定変更しながら進めていく管理方法



27Copyright Insight Co., LTD. All Rights Reserved

視点5：賃金・工賃が上がらない事業所の理由と対策

⚫ 行動していない事業所の対策は「福祉経営」か「支援」の話

⚫ 結果的に「行動している」か「行動していない」かの違い

行動あり

行動なし

自主：売れない

請負：単価低い

取り組んだけどダメだ
った

時間がない
人が足りない

利用者にそこまでやら
せなくても良い

利用者が働けない（と思
い込んでいる）

利用者が働けない

【理由】

マーケティング戦略・戦術の再構築
（顧客、商品、価格、販路、広告）

生産性向上、単価交渉、中長期業務見直
し

意欲再構築

時間捻出、人員追加策の検討
→業務効率・人員配置

「はたらく」に対する考え方
→A型の事業定義の確認

支援力の向上（構造化等）
→個別支援計画立案

事業変更
→B型・生介・地活・自立訓練等

【対策】 【分野】

経営
改善

経営
改善

福祉
経営

福祉
経営

福祉
経営

支援

福祉
経営
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【ご参考】考える軸×動く軸

⚫ ①とても考えて考え抜いて、動かない人

⚫ ②それ程考えていないが、動く人

⚫ 経験則的統計ではあるが、成果が出ているのは「 」のタイプ

① ◎

× ②

考える

考えない

動く動かない
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【ご参考】「行動」に関する話

⚫ 過去と他人は変わらない。自分と未来は変えられる。
byエリック・バーン：カナダの精神科医（1910-1970）

⚫ 価値観や考え方を変えるのではく「行動」を変える
by先輩コンサルタントの話

⚫ 事態を打開する新しいヒントやアイデアは、理屈ではなく行動から生まれる。
変化の中から生じる。

⚫ 「ツキ」は他人が与えてくれるもの

⚫ スランプの脱出方法
①考えない
②考えずに行動する

⚫ できないかもしれない→できることまでできないことになる
by有名な心理士の話
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【WS】振り返り

⚫ 一番印象に残っていることは？

⚫ 今から何に取り組みますか？


